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＜連絡事項＞
・深夜帯で薬カートのスライド漏れが目立つ為、確実に実施してください。

＜東病棟入室状況＞
【入院】
・田村　トシ様～東病棟Cユニット5号室に医療保護入院となる。
・古舘　禮子様～東病棟Cユニット6号室に医療保護入院となる。

【退院】
・常前　篤子様～東病棟Cユニット6号室から退院となります。

【転出】
・小笠原　信子様～東病棟Cユニット5号室→南病棟Bユニット101号室

【転入】
・中居　敬悦様～北病棟308号室→東病棟Bユニット2号室

＜患者様連絡事項＞
・工藤　美鈴様～9/16 10：30～17：00で外出し、帰院時に主治医面談となる。

・柳町　明美様～主治医に排便-9日目であることを報告し、レシカルボン座薬挿肛の指示あり。

＜高橋Dr.診察情報＞
・長内　富希様～右肘の発赤・腫脹について報告し、翌日皮膚科診察を受けるように指示あり。

[bookmark: _GoBack]・泉山　節子様～本人から眠剤の処方希望あり、薬剤調整することとなる。本日はパソコンのネットワーク不良のより鑑別の内容確認ができない為、今晩は頓服のデエビゴ5mgを就寝前薬として服用し、頓服希望時にはトラゾドンを服用させるように指示あり。

その他の患者様の指示・処方内容に変更なし。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放観察中は他室侵入し脱衣行為あり、早めに開放観察終了としている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時礼節保たれており、不穏、興奮無く経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・小田　沙也加様～終日隔離中。自室で過ごしている。不穏、興奮、粗暴性なく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～身体拘束中。血圧低値あるもその他の値は異常なし。危険行為無く経過している。引き続き、症状観察と早期に拘束解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。対面時気分高揚感なし。危険行動や拘束トラブルなく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜入院患者様情報＞　
①日　　時：令和8年9月14日　14：44
　氏　　名：田村　トシ様（たむら　とし）
　生年月日：昭和20年2月19日(81歳)
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：村上Dr.
　サポート：柞木田Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット5号室

　＜経過＞
　現在三戸中央病院入院中。独居世帯。弘前市在住の長女と東京都在住の次女が
交代で泊まり込み支援をしていた。令和2年8月13日三戸中央病院メンタルヘルス
科初診。アルツハイマー型認知症と診断し薬物療法開始。本人には自覚なく服薬
拒否や介護抵抗がみられていた。令和7年には隣家の畑に入る等認知症症状が進行
していたが、娘が介護保険の必要性を感じずサービス利用していなかった。その後
も物忘れ著明で1分前の事を忘れるため、令和8年になってからは長女・次女が交代
で帰省し家事援助していた。本人は自身で何でも行っているとの認識であるが調理
もできず甘いパンや仏壇の菓子等を毎日食べていた。また、本人は毎日入浴してい
ると話すが、実際には家族が促し月に1・2回のみしか入浴できていなかった。また
、介助を拒否するため洗身も不十分であった。同年7月より通所サービス利用開始
するが朝の送迎時も利用を拒否したり説得に時間がかかったりするため送迎車は
ほぼ利用できず家族が送迎していた。同年7月28日には他人の畑にいるところを
警察に保護された。また、同日夜間にも自宅を抜け出し翌9時発見された。家族は
それまで施設入所について消極的であったが、今回の件を受け有料老人ホーム、
グループホーム、特養を申込した。介護認定見直しをかけ要介護3となっている。
現在も不眠や徘徊が認められ施設入所が困難であることから当院での治療を希望
している。
　上記経過により東病棟Cユニット5号室に医療保護入院となる。

②日　　時：令和8年9月14日　15：53
　氏　　名：古舘　禮子様（ふるだて　れいこ）
　生年月日：昭和20年3月25日(81歳)
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：柞木田Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　現在小規模多機能ホーム「みなみるいけの家」利用中。10年以上前より
認知症の診断を受けており、介護サービス利用しながら長女が在宅介護し
ていた。これまでにも自宅を抜け出し徘徊することや、濡れたタオルをス
トーブ傍に干すなどの危険行為もみられていた。最近では尿で床を水浸し
にすることも多く、長女は介護うつの状態となりささクリニックに受診歴
もある。令和8年9月10日夜間、長女が仕事に出かける際本人が水浸しにし
た部屋を片付け出掛けたが深夜に帰宅後再度同じ状況となり更に靴なども
水に浸された状態であった。カッとなった長女は本人を足で浴室に押し込
めた。我に返り小規模多機能型ホームへ長女が連絡。施設管理者が宿泊サ
ービスの人員を急遽調整し、同日より本人は同所宿泊を利用中。しかし、
認知症の状態は重度であり、指示に従うことができず動き回るなどで施設
対応困難。かかりつけの於本病院より入院の相談があった。
 上記経過により東病棟Cユニット6号室に医療保護入院となる。
